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SDGs、（持続可能な開発目標)が掲げる「だれひとり取り残さない」という理念の実現には「経済、社会、環境」のあらゆる分野

にジェンダー課題を盛り込むことが重要です。すべての目標にジェンダー平等の問題が関わっており、ジェンダー平等の実現は目

標達成に不可欠であることを本講座で学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

「SDGs」 ～ジェンダー平等の実現に向けて～講座講師 

三輪 敦子さん インタビュー 

三輪さんが所長を務められる「一般財団法人 アジア・太平洋人権情報センター(ヒューライツ大阪)」

は、アジア、太平洋を中心とした国際的な人権情報を収集・発信・人権課題や人権教育に関る調査、研

究を進めることになどより、人権を通じての国際交流や、国際的な人権感覚を広く育むことを目指して

いる団体です。 

 

先生にお尋ねしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※1） 松井やより経歴 
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 三輪敦子さん経歴 

「一般財団法人 アジア・太平洋人権情報センター 

(ヒューライツ大阪)」所長、国連ウィメン日本協会 

副理事長 

【研究分野】ジェンダー、人権アプローチ、国際人権

保障、ＳＤＧｓ、ワーク・ライフ・バランス、グローバル化 

【出身大学院】サセックス大学開発研究所 

 

 

 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ） 

２０１５年に国連サミットで採択された「２０３０年 

までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標」。 

１７の世界的目標、１６９の達成基準，２３２の指標

で構成されている。 

「ジェンダー平等の実現」は１７の世界目標のうち

の「５番目」に設定されている。 

 

★健康維持の方法をお教えください。 

体力面では「ピラティス」を少ししているほか、漢方での健康維持やストレッチ運動などもしています。漢方の先生から「空腹の時

間を大切にすることが健康の基本」ということを教えていただいてからは、無理して 1 日に 3 食を摂らなくなりました。精神面で

は、家族以外にも気持ちを共有できる人が存在していることに助けられています。疲れたときに「声をかけてくれる人」がいること

や、何気ない会話から「自分を見ていてくれる人」がいると感じることは「ちから」や「元気」につながります。 

 

 ★ジェンダー平等について、私たちが日ごろから取り組めることをお教えください。 

例えば、家庭内の家事についてですが、子どもを「男だから、女だから」という固定観念の枠にはめないことから始めてください。

家事は女性がするべきものとして、女の子だけに手伝わせるのは固定観念の枠にはめることになります。イギリスではすでに、固定

観念を助長する広告を禁止しています。イギリス国内の広告では今後、男性がくつろぐ間に女性が掃除などの家事をしているような

ステレオタイプに基づく広告は制作されなくなるでしょう。 

 

学生たちと話していて「日常生活のなかで、きょうだいが同性の場合は性差を感じることは少ないが、きょうだいが異性の場合は性

差を感じることが多い」と感じています。一例として、女の子だけが門限を厳しく言い渡されることが挙げられます。また家庭内で

は「セカンドレイプ」にも通じるような女性に非を負わせる言動もあってはならないことです。例えば、若い女性が痴漢被害にあっ

たことを家族に打ち明けたときに「なんでそんなところを歩いていたのか」などの言葉を浴びせられることがあります。これは被害

者に、「被害を受けたのは自分が悪かったからだ」と思わせてしまう行為であり、被害者を再び傷つけて、二重の苦しみに陥らせる

ことになります。悪いのは女性ではありません。まず、家庭内の意識や言動から変えていきましょう。  

 

★今までの活動のなかで最も印象に残っているできごとをお教えください。 

これまで紆余曲折で歩んできましたので一つを挙げることは難しいのですが、日本よりも厳しい状況におかれた環境で、その状況を

変えるために活動している人や、他人に対して平等な視点をもち接している、意識が高く素晴らしい人たちに出会えたことが印象に

残っています。人として影響を受けたのは、朝日新聞社の松井やよりさんです。その当時、書かれた記事を読むことで多くの学びを

得ました。また講演会にも参加して、何度かお話しする機会があり、希望していたイギリスの大学院への留学も、背中を押してくだ

さいました。高槻市立男女共同参画センターにも著書はありますので、ぜひ参考にしてください。（※1） 

高槻市男女共同参画センターにご著書(※1)はありますのでぜひ参考にしてください。 

 

ジェンダー平等の実現は「固定観念の枠にはめない」ことから 

 【松井やより経歴】 

1934年東京に生まれ、2002年没 

アジアと女性をテーマに、グローバルな

視点で活躍したジャーナリスト・活動家。

1994 年にアジア女性資料センターを設

立し、2002年まで代表を務める。多数の

著書がある。 

図解ＳＤＧｓ入門 

2021 年 日本経済新

聞出版 

村上 芽（著） 

［700-1］ 

 

 

北京で燃えた女たち 
―世界女性会議́ 95－ 

1996年 岩波書店 

［400-1］ 

 

 

アジアに生きる子どもたち  

1991年 労働旬報社 

［700-2］ 

 
女性解放とは何か 

1975年 未來社 

［400-4］ 

 

 

 

２０人の男たちと語る性と政治 

2002年 御茶の水書房 

［700-0］ 

 

ＳＤＧｓに関するおすすめ本（抜粋） センターにある松井やより著書（抜粋） 

２０２２年1月２２日インタビュー 


